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『皇室経済法』の成立過程

は
じ
め
に

　
『
皇
室
経
済
法
』
は
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
一
月
一
六
日
に
公
布
さ
れ
た
（
法
律
第
四
号
）。
同
法
は
、
一
一
か
条
お
よ
び
附
則
か

ら
な
り
、
皇
室
用
財
産
（
国
有
財
産
）、
皇
室
の
財
産
授
受
、
皇
室
費
、
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
お
よ
び
皇
室
経
済
会
議

に
つ
い
て
規
定
す
る
。
こ
の
う
ち
、
皇
室
用
財
産
や
皇
室
費
は
日
本
国
憲
法
（
以
下
「
憲
法
」）
第
八
八
条
、
皇
室
財
産
授
受
に
つ
い
て
は

憲
法
第
八
条
、
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
は
憲
法
第
二
〇
条
（
政
教
分
離
）
と
密
接
に
か
か
わ
る
規
定
で
あ
る
。
憲
法
第
八

条
お
よ
び
第
八
八
条
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

第
八
条　

 

皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
、
又
は
皇
室
が
、
財
産
を
譲
り
受
け
、
若
し
く
は
賜
与
す
る
こ
と
は
、
国
会
の
議
決
に
基
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

第
八
八
条　

 

す
べ
て
皇
室
財
産
は
、
国
に
属
す
る
。
す
べ
て
皇
室
の
費
用
は
、
予
算
に
計
上
し
て
国
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
『
皇
室
経
済
法
』
制
定
過
定
に
お
け
る
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
以
下
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」）
と
の
本
格
的
折
衝
ま
で
の
経
緯
は
、
拙
稿

で
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
（
１
）。
そ
こ
で
、
ま
ず
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
一
一
月
六
日
、
枢
密
院
に
提
出
さ
れ
た
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
（
２
）」
の

成
立
ま
で
を
簡
単
に
概
観
し
て
お
く
。
憲
法
施
行
の
際
に
必
要
な
法
律
を
起
草
す
る
た
め
、
昭
和
二
一
年
七
月
に
臨
時
法
制
調
査
会
が
設
置

さ
れ
た
。
同
調
査
会
に
お
い
て
、『
皇
室
経
済
法
』
の
法
案
要
綱
や
法
律
案
が
調
査
・
起
草
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
占
領
と
い
う
厳

し
い
制
約
が
あ
っ
た
た
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
進
め
る
い
わ
ゆ
る
「
民
主
化
」
政
策
に
沿
っ
た
内
容
の
法
案
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
Ｇ
Ｈ

Ｑ
は
、
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
皇
室
財
産
の
国
家
帰
属
、
皇
室
の
私
的
財
産
に
対
す
る
課
税
、
皇
室
費
や
財
産
授
受
を
国
会
の
管
理
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下
に
置
く
こ
と
な
ど
、
皇
室
の
財
政
基
盤
を
で
き
る
限
り
縮
小
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
臨
時
法
制
調
査
会
で
は
、
国
会

の
管
理
や
様
々
な
制
限
が
で
き
る
だ
け
及
ば
な
い
、
皇
室
の
安
定
し
た
経
済
的
基
礎
を
確
保
で
き
る
草
案
を
起
草
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。

　

Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
が
枢
密
院
に
提
出
さ
れ
る
直
前
の
一
一
月
四
日
と
五
日
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
間
で
二
つ
の
問
題
に
つ
い
て
折
衝
が

あ
っ
た
。
第
一
点
は
国
庫
か
ら
支
出
さ
れ
る
内
廷
費
の
残
余
に
対
す
る
課
税
の
問
題
で
あ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
皇
室
に
財
産
が
蓄
積
さ
れ
る
こ

と
を
懸
念
し
、
課
税
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
点
は
皇
族
の
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
す
べ
て
の
皇
族
に
皇

族
費
を
支
出
す
れ
ば
、
国
会
の
予
算
審
議
権
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
結
論
が
出
な
い
ま
ま
Ａ

「
皇
室
経
済
法
案
」
は
枢
密
院
の
審
査
に
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
ま
ず
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
四
日
の
枢
密
院
審
査
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
概
観
し
た
う
え
で
、
一
一
月
一
五
日
か

ら
一
二
月
五
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
を
め
ぐ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
過
程
を
規
定
事
項
ご
と
に
明
ら
か
に
す
る
。『
皇
室

経
済
法
』
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
日
本
側
が
同
法
に
残
そ
う
と
し
た
事
項
と
そ
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
皇
室
費
と
予
算
と
の
関

係
、
課
税
や
政
教
分
離
、
皇
位
継
承
と
皇
族
の
範
囲
お
よ
び
天
皇
・
皇
族
の
公
私
の
地
位
な
ど
、
現
在
の
皇
室
制
度
問
題
を
解
決
す
る
一
助

と
な
ろ
う
。

　

な
お
、
論
述
に
際
し
、
資
料
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
「
佐
藤
達
夫
関
係
文
書
」
や
「
入
江
俊
郎
関
係
文
書
」、

同
資
料
室
所
蔵
で
未
刊
の
「
臨
時
法
制
調
査
会
資
料
」
お
よ
び
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
臨
時
法
制
調
査
会
関
係
」
と
題
す
る
資
料
、「
枢

密
院
関
係
文
書
」
や
「
井
手
成
三
関
係
文
書
」
を
活
用
し
た
。
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『皇室経済法』の成立過程

一
、
枢
密
院
審
査
委
員
会
に
お
け
る
議
論

　

昭
和
二
一
年
一
一
月
六
日
、
臨
時
法
制
調
査
会
で
立
案
さ
れ
た
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」（
御
下
付
案
）
は
、
枢
密
院
に
提
出
さ
れ（
３
）
た
（
対

照
表
参
照
）。
同
月
一
三
日
に
枢
密
院
審
査
委
員
会
に
付
さ
れ
、
一
四
日
に
左
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
（
４
）。
同
委
員
会
に
お
け
る
質
問
に

は
、
法
制
局
長
官
の
入
江
俊
郎
、
同
次
長
の
佐
藤
達
夫
、
同
第
一
部
長
の
井
手
成
三
ら
が
説
明
員
と
し
て
答
え
た
。

①
皇
室
の
「
私
用
財
産
」
の
取
扱
い
…
…
原
則
と
し
て
民
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。

②
Ａ
第
二
条
の
違
憲
性
…
…
憲
法
第
八
条
の
「
議
決
に
基
づ
く
」
は
、
国
会
の
包
括
的
な
議
決
を
含
む
も
の
と
解
し
、
法
案
の
国
会
通
過

に
よ
り
、
包
括
的
に
議
決
が
あ
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
、
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
第
二
条
は
違
憲
で
は
な
い
。

③
憲
法
第
八
条
の
趣
旨
…
…
憲
法
第
八
条
の
趣
旨
は
、
個
々
の
具
体
的
財
産
の
移
動
が
国
会
の
議
を
経
る
こ
と
が
論
理
的
に
正
し
い
方
法

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
皇
室
費
で
物
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
予
算
の
執
行
だ
と
の
解
釈
で
は
な
い
。

④
Ａ
第
三
条
の
「
皇
室
の
費
用
」
…
…
憲
法
第
八
八
条
に
定
め
る
皇
室
の
費
用
は
、
皇
室
の
全
費
用
で
は
な
い
。
皇
室
の
費
用
に
は
、

「
純
公
け
の
費
用
集
団
」
と
「
純
私
し
の
費
用
集
団
」
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
天
皇
の
め
が
ね
、
顕
微
鏡
や
内
廷

費
の
残
余
は
「
私
有
財
産
」
と
な
る
。
そ
の
根
拠
は
、
国
庫
か
ら
定
額
を
い
っ
た
ん
支
出
す
れ
ば
、
内
廷
費
の
残
余
も
含
め
、
国
が
関

与
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
。

⑤
Ａ
第
四
条
の
内
廷
費
へ
の
課
税
…
…
「
天
皇
の
私
有
物
」
に
対
す
る
課
税
は
理
論
的
に
は
考
え
ら
れ
る
が
、
内
廷
費
は
「
国
の
象
徴
」

と
い
う
天
皇
の
特
別
の
地
位
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
か
ら
、
非
課
税
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な
お
、
Ａ
第
四
条

は
、
内
廷
費
を
渡
し
切
り
の
費
用
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
予
算
は
特
別
会
計
と
せ
ず
、
定
額
は
法
律
で
定
め
る
。

⑥
Ａ
第
七
条
の
「
由
緒
物
」
…
…
三
種
の
神
器
、
賢
所
、
東
山
文
庫
、
正
倉
院
の
御
物
な
ど
は
「
由
緒
物
」
で
あ
る
が
、「
皇
位
と
と
も

に
伝
わ
る
べ
き
物
」
の
選
定
は
研
究
中
で
あ
る
。
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⑦
皇
室
に
よ
る
社
会
事
業
の
援
助
…
…
従
来
の
よ
う
な
財
政
的
援
助
は
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
皇
・
皇
族
に
私
的
財
産
が
存
在
す
る
こ
と
の
理
解
、
天
皇
・
皇
族
の
経
済
活
動
に
国
会
が
関
与
す
る
こ
と
の
妥
当

性
、
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
の
具
体
例
な
ど
、
枢
密
院
審
査
委
員
会
で
は
、
帝
国
憲
法
・
旧
皇
室
典
範
の
体
制
下
で
は
想

定
し
え
な
か
っ
た
事
項
に
関
す
る
質
疑
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
特
に
内
廷
費
残
額
へ
の
課
税
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
間
で
も
徹
底
的

に
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

審
査
委
員
会
で
は
、
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
目
下
司
令
部
に
お
い
て

審
議
中
の
次
第
も
あ
り
内
容
の
秘
密
性
保
持
に
つ
き
特
に
御
留
意
を
煩
は
し
度
く
念
の
為
（
５
）」
と
の
付
箋
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
審

議
は
継
続
中
で
あ
り
、
一
一
月
一
四
日
決
定
の
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
が
枢
密
院
会
議
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
委
員
会

で
の
可
決
が
決
ま
っ
た
翌
日
一
一
月
一
五
日
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
本
格
的
な
交
渉
が
始
ま
り
、
一
二
月
九
日
に
改
め
て
審
査
委
員
会
が
開
か
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
提
出
さ
れ
た
Ｂ
「
皇
室
経
済
法
案
」
が
、
そ
の
ま
ま
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
と
し
て
公
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ａ 

皇
室
経
済
法
案（
枢
密
院
諮
詢
案
・
修
正
前
）昭
和
二
一
年
一
一
月
六
日

Ｂ
皇
室
経
済
法
案（
枢
密
院
諮
詢
案
・
修
正
後
）昭
和
二
一
年
一
二
月
六
日

　
　

＝
皇
室
経
済
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
四
号
）

第
一
条　

皇
室
の
公
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
国
有
財

産
（
以
下
皇
室
用
財
産
と
い
ふ
。）
は
、
こ
れ
を
国
有
財
産
法
の
公

用
財
産
と
す
る
。

②
国
有
財
産
を
皇
室
の
公
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
。

皇
室
用
財
産
の
用
途
を
廃
止
し
、
又
は
変
更
す
る
と
き
も
同
様
と
す

る
。

第
一
条　

皇
室
の
公
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
国
有
財

産
（
以
下
皇
室
用
財
産
と
い
う
。）
は
、
こ
れ
を
国
有
財
産
法
の
公

用
財
産
と
し
、
こ
れ
に
関
す
る
事
務
は
、
宮
内
府
で
、
こ
れ
を
掌

る
。

②
国
有
財
産
を
皇
室
の
公
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
。

皇
室
用
財
産
の
用
途
を
廃
止
し
、
又
は
変
更
す
る
と
き
も
同
様
と
す

る
。
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『皇室経済法』の成立過程

③
皇
室
用
財
産
は
、
収
益
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な

い
。

④
皇
室
経
済
会
議
は
、
五
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
皇
室
用
財
産
に

関
し
、
必
要
な
調
査
を
行
い
、
こ
れ
を
内
閣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑤
前
項
の
報
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
内
閣
は
、
そ
の
内
容
を
国
会
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条　

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
度
ご
と

に
国
会
の
議
決
を
経
な
く
て
も
、
皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
、
又
は

皇
室
が
、
財
産
を
譲
り
受
け
、
若
し
く
は
賜
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

一　

相
当
の
対
価
に
よ
る
売
買
そ
の
他
通
常
の
経
済
行
為
に
係
る
場

合
二　

用
度
に
関
す
る
物
品
及
び
食
品
の
進
献
に
係
る
場
合

三　

別
に
定
め
る
一
定
価
額
を
超
え
な
い
財
産
の
授
受
に
係
る
場
合

第
二
条　

相
当
の
対
価
に
よ
る
売
買
等
通
常
の
私
的
経
済
行
為
に
係
る
場

合
、
そ
の
他
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

度
ご
と
に
国
会
の
議
決
を
経
な
く
て
も
、
皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡

し
、
又
は
皇
室
が
、
財
産
を
譲
り
受
け
、
若
し
く
は
賜
与
す
る
事
が

で
き
る
。

一　

別
に
法
律
で
定
め
る
一
定
価
額
を
超
え
な
い
財
産
の
授
受
に
係

る
場
合

二　

前
号
の
一
定
価
額
を
超
え
、
別
に
法
律
で
定
め
る
一
定
価
額
を

超
え
な
い
財
産
の
授
受
で
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
た
も
の
に

係
る
場
合

②
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
外
、
別
に
定
め
る
一
定
価
額
を
超
え
な
い

財
産
の
授
受
で
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
た
も
の
に
つ
い
て
も
、

同
項
と
同
様
と
す
る
。

②
前
項
各
号
の
規
定
は
、
同
一
の
者
の
間
に
お
い
て
、
一
年
以
内
に
、

二
回
以
上
財
産
の
授
受
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
価
額
を
通
計

し
た
も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。

③
一
年
に
満
た
な
い
期
間
内
に
、
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定

に
よ
り
皇
室
に
属
す
る
同
一
の
者
の
な
す
賜
与
又
は
譲
受
に
係
る
財

産
の
価
額
が
、
別
に
法
律
で
定
め
る
一
定
価
額
に
達
す
る
に
至
つ
た
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と
き
は
、
一
年
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
そ
の
後
の
期
間
に
お
い

て
、
そ
の
者
の
な
す
財
産
の
賜
与
又
は
譲
受
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

第
三
条　

予
算
に
計
上
す
る
皇
室
の
費
用
は
、
こ
れ
を
内
廷
費
、
宮
廷
費

及
び
皇
族
費
と
す
る
。

第
三
条　

予
算
に
計
上
す
る
皇
室
の
費
用
は
、
こ
れ
を
内
廷
費
、
宮
廷
費

及
び
皇
族
費
と
す
る
。

第
四
条　

内
廷
費
は
、
天
皇
並
び
に
皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
太

子
、
皇
太
子
妃
、
皇
太
孫
、
皇
太
孫
妃
及
び
内
廷
に
あ
る
そ
の
他
の

皇
族
の
日
常
の
費
用
そ
の
他
内
廷
諸
費
に
充
て
る
も
の
と
し
、
別
に

定
め
る
定
額
を
、
毎
年
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条　

内
廷
費
は
、
天
皇
並
び
に
皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
太

子
、
皇
太
子
妃
、
皇
太
孫
、
皇
太
孫
妃
及
び
内
廷
に
あ
る
そ
の
他
の

皇
族
の
日
常
の
費
用
そ
の
他
内
廷
諸
費
に
充
て
る
も
の
と
し
、
別
に

法
律
で
定
め
る
定
額
を
、
毎
年
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

②
内
廷
費
と
し
て
支
出
さ
れ
た
も
の
は
、
御
手
元
金
と
な
る
も
の
と

し
、
宮
内
府
の
経
理
に
属
す
る
公
金
と
し
な
い
。

③
皇
室
経
済
会
議
は
、
第
一
項
の
定
額
に
つ
い
て
、
変
更
の
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
に
関
す
る
意
見
を
内
閣
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

④
前
項
の
意
見
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
内
閣
は
、
そ
の
内
容
を
な

る
べ
く
速
や
か
に
国
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条　

宮
廷
費
は
内
廷
諸
費
以
外
の
宮
廷
諸
費
に
充
て
る
も
の
と
す

る
。

第
五
条　

宮
廷
費
は
内
廷
諸
費
以
外
の
宮
廷
諸
費
に
充
て
る
も
の
と
し
、

宮
内
府
で
、
こ
れ
を
経
理
す
る
。

第
六
条　

皇
族
費
は
、
皇
族
と
し
て
、
又
は
皇
族
で
あ
っ
た
者
と
し
て
の

品
位
保
持
の
資
に
充
て
る
も
の
と
し
、
別
に
定
め
る
定
額
に
基
い
て

算
出
す
る
年
額
又
は
一
時
金
額
に
よ
る
。

第
六
条　

皇
族
費
は
、
皇
族
と
し
て
の
品
位
保
持
の
資
に
充
て
る
た
め

に
、
年
額
に
よ
り
毎
年
支
出
す
る
も
の
及
び
皇
族
で
あ
つ
た
者
と
し

て
の
品
位
保
持
の
資
に
充
て
る
た
め
に
、
一
時
金
額
に
よ
り
皇
族
の
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②
年
額
に
よ
る
皇
族
費
は
、
左
の
各
号
及
び
第
三
項
乃
至
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
算
出
す
る
額
と
し
、
第
四
条
に
規
定
す
る
皇
族
以
外
の
各

皇
族
に
対
し
、
毎
年
こ
れ
を
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

親
王
に
対
し
て
は
、
左
の
金
額
と
す
る
。

　
　
　

既
婚
者　
　
　
　

定
額
相
当
額

　
　
　

成
年
未
婚
者　
　

定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

　
　
　

未
成
年
未
婚
者　

定
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額

二　

親
王
妃
に
対
し
て
は
、
定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
と

す
る
。

三　

内
親
王
に
対
し
て
は
、
左
の
金
額
と
す
る
。

　
　
　

成
年
者　
　

定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

　
　
　

未
成
年
者　

定
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額

四　

王
、
王
妃
及
び
女
王
に
対
し
て
は
夫
々
親
王
、
親
王
妃
及
び
内

親
王
に
準
じ
て
算
出
し
た
各
金
額
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
金
額

と
す
る
。

　

身
分
を
離
れ
る
際
に
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
年
額
又
は
一
時

金
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
定
額
に
基
い
て
、
こ
れ
を
算
出
す
る
。

②
年
額
に
よ
る
皇
族
費
は
、
左
の
各
号
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
算
出
す
る
額
と
し
、
第
四
条
に
規
定
す
る
皇
族
以
外

の
各
皇
族
に
対
し
、
毎
年
こ
れ
を
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　

一　

親
王
に
対
し
て
は
、
左
の
金
額
と
す
る
。

　
　
　

既
婚
者　
　
　
　

定
額
相
当
額

　
　
　

成
年
未
婚
者　
　

定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

　
　
　

未
成
年
未
婚
者　

定
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額

二　

親
王
妃
に
対
し
て
は
、
定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
と

す
る
。

三　

内
親
王
に
対
し
て
は
、
左
の
金
額
と
す
る
。

　
　
　

成
年
者　
　

定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

　
　
　

未
成
年
者　

定
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額

四　

王
、
王
妃
及
び
女
王
に
対
し
て
は
夫
、
親
王
、
親
王
妃
及
び
内

親
王
に
準
じ
て
算
出
し
た
各
金
額
の
十
分
の
七
に
相
当
す
る
金
額

と
す
る
。

③
既
婚
者
に
対
し
て
は
、
婚
姻
が
解
消
し
た
後
に
お
い
て
も
、
従
前
と

同
額
と
す
る
。

③
既
婚
の
親
王
及
び
王
に
対
し
て
は
、
婚
姻
が
解
消
し
た
後
に
お
い
て

も
、
従
前
と
同
額
と
す
る
。

④
摂
政
た
る
皇
族
に
対
し
て
は
、
そ
の
在
任
中
は
、
定
額
の
五
倍
に
相

当
す
る
金
額
と
す
る
。

⑤
同
一
人
が
二
以
上
の
身
分
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
年
額
中
の
多
額

の
も
の
に
よ
る
。

⑥
一
時
金
額
に
よ
る
皇
族
費
は
、
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

④
摂
政
た
る
皇
族
に
対
し
て
は
、
そ
の
在
任
中
は
、
定
額
の
五
倍
に
相

当
す
る
金
額
と
す
る
。

⑤
同
一
人
が
二
以
上
の
身
分
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
年
額
中
の
多
額

の
も
の
に
よ
る
。

⑥
一
時
金
額
に
よ
る
皇
室
費
は
、
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
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皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
皇
族
に
対
し
、
一
時
に
こ
れ
を
支
給
す
る
も

の
と
し
、
そ
の
皇
族
に
つ
い
て
第
二
項
、
第
三
項
及
び
前
項
の
規
定

に
よ
り
算
出
す
る
年
額
の
十
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
、皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
て
定
め
る
金
額
に
よ
る
。

⑦
前
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
額
の
算
出
に
関
し
て
は
、
未
婚
又
は
未

　

皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
皇
族
に
対
し
、
一
時
に
こ
れ
を
支
給
す
る
も

の
と
し
、
そ
の
皇
族
に
つ
い
て
第
二
項
、
第
三
項
及
び
前
項
の
規
定

に
よ
り
算
出
す
る
年
額
の
十
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
、皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
て
定
め
る
金
額
に
よ
る
。

⑦
前
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
額
の
算
出
に
関
し
て
は
、
未
婚
又
は
未

　

成
年
の
親
王
又
は
王
は
、
既
婚
の
親
王
又
は
王
の
例
に
、
未
成
年
の

内
親
王
又
は
女
王
は
、
成
年
の
内
親
王
又
は
女
王
の
例
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

　

成
年
の
親
王
又
は
王
は
、
既
婚
の
親
王
又
は
王
の
例
に
、
未
成
年
の

内
親
王
又
は
女
王
は
、
成
年
の
内
親
王
又
は
女
王
の
例
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

⑧
第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
皇
族
費
と
し
て
支
出
さ
れ
た
も
の
に
、

こ
れ
を
準
用
す
る
。

⑨
第
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
定
額
に
こ
れ
を

準
用
す
る
。

第
七
条　

皇
位
と
と
も
に
伝
は
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
は
、
皇
位
と
と
も
に

皇
嗣
が
、
こ
れ
を
承
継
す
る
。

第
七
条　

皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
は
、
皇
位
と
と
も
に

皇
嗣
が
、
こ
れ
を
受
け
る
。

第
八
条　

皇
室
経
済
会
議
は
、
議
員
八
人
で
、
こ
れ
を
組
織
す
る
。

第
八
条　

皇
室
経
済
会
議
は
、
議
員
八
人
で
、
こ
れ
を
組
織
す
る
。

②
議
員
は
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
大
蔵
大
臣
、
宮
内
府
の
長
並
び
に
会
計
検
査
院
の
長
を
以
て
、

こ
れ
に
充
て
る
。

②
議
員
は
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
大
蔵
大
臣
、
宮
内
府
の
長
並
び
に
会
計
検
査
院
の
長
を
以
て
、

こ
れ
に
充
て
る
。

第
九
条　

皇
室
経
済
会
議
に
、
予
備
議
員
八
人
を
置
く
。

第
九
条　

皇
室
経
済
会
議
に
、
予
備
議
員
八
人
を
置
く
。

第
十
条　

皇
室
経
済
会
議
は
、
五
人
以
上
の
議
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、

第
十
条　

皇
室
経
済
会
議
は
、
五
人
以
上
の
議
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
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議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②
皇
室
経
済
会
議
の
議
事
は
、
過
半
数
で
こ
れ
を
決
す
る
。
可
否
同
数

の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

②
皇
室
経
済
会
議
の
議
事
は
、
過
半
数
で
こ
れ
を
決
す
る
。
可
否
同
数

の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
一
条　

皇
室
典
範
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
第
三
項
乃
至
第
七
項
、

第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定
は
、

皇
室
経
済
会
議
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
十
一
条　

皇
室
典
範
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま

で
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
及
び
第
三

十
七
条
の
規
定
は
、
皇
室
経
済
会
議
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

②
大
蔵
大
臣
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
大
蔵
次
官
を
以
て
、
こ
れ
に

充
て
、
会
計
検
査
院
の
長
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
内
閣
総
理
大

臣
の
指
定
す
る
会
計
検
査
院
の
官
吏
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

②
大
蔵
大
臣
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
大
蔵
次
官
を
以
て
、
こ
れ
に

充
て
、
会
計
検
査
院
の
長
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
内
閣
総
理
大

臣
の
指
定
す
る
会
計
検
査
院
の
官
吏
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

附
則

附
則

①
こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

①
こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

②
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
現
に
皇
室
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
ゐ
る
従
前
の

皇
室
財
産
で
、
国
有
財
産
法
の
国
有
財
産
と
な
つ
た
も
の
は
、
第
一

条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
は
ら
ず
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
を
皇
室
用
財
産
と
す
る
。

②
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
現
に
皇
室
の
用
に
供
せ
ら
れ
て
い
る
従
前
の

皇
室
財
産
で
、
国
有
財
産
法
の
国
有
財
産
と
な
つ
た
も
の
は
、
第
一

条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
を
皇
室
用
財
産
と
す
る
。

③
前
項
の
皇
室
用
財
産
に
つ
い
て
は
、
皇
室
経
済
会
議
は
、
こ
の
法
律

施
行
後
六
箇
月
以
内
に
、
当
該
財
産
を
皇
室
用
財
産
と
し
て
存
置
す

べ
き
か
否
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
皇
室
用
財
産
と
し
て
存
置
す
べ
き
で
な
い
と
決
定
さ
れ
た
も
の

は
、
こ
れ
を
皇
室
用
財
産
か
ら
除
く
。

④
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
従
前
の
皇
室
会
計
に
所
属
す
る
権
利
義
務
で

国
に
引
き
継
が
る
べ
き
も
の
に
関
し
、
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
こ

③
こ
の
法
律
施
行
の
際
、
従
前
の
皇
室
会
計
に
所
属
す
る
権
利
義
務
で

国
に
引
き
継
が
る
べ
き
も
の
の
経
過
的
処
理
に
関
し
、
必
要
な
事
項
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れ
を
定
め
る
。

　

は
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

⑤
こ
の
法
律
施
行
の
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
内
廷
費
及
び
皇
族
費

の
年
額
は
、
月
割
に
よ
る
。

④
こ
の
法
律
施
行
の
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
内
廷
費
及
び
皇
族
費

の
年
額
は
、
月
割
に
よ
る
。

理
由

　

 

日
本
国
憲
法
施
行
に
伴
い
、
皇
室
の
経
済
に
関
す
る
事
項
等
の
重
要
な

事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理

由
で
あ
る
。

二
、　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
折
衝

　

枢
密
院
の
審
査
委
員
会
で
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
の
可
決
が
決
ま
っ
た
翌
日
の
一
一
月
一
五
日
か
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
本
格
的
な
交
渉
が
始

ま
る
。
一
一
月
一
五
日
（
６
）、
一
六
日
（
７
）、
一
八
日
（
８
）、
一
九
日
（
９
）、
二
二
日
（
亜
）、
二
五
日
か
ら
二
七
日
、、
二
九
日
（
唖
）、
一
二
月
三
日
か
ら
五（
娃
）
日
に
わ
た
り

折
衝
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
日
本
側
は
、
終
戦
連
絡
事
務
官
の
藤
崎
万
里
が
す
べ
て
の
交
渉
に
、
法
制
局
第
一
部
長
の
井
手
成
三
が
一
一
月
二

七
日
・
一
二
月
三
日
以
外
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
二
名
以
外
に
、
法
制
局
次
長
の
佐
藤
達
夫
、
宮
内
省
内
蔵
頭
の
塚
越
虎
男
ら
も
加

わ
っ
た
。
一
方
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
、
民
政
局
の
ピ
ー
ク
博
士
（C

yrus H
. Peake

・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
助
教
授
・
中
国
史
）
が
対
応
し
た
。
一

一
月
一
八
日
・
九
日
・
二
二
日
・
二
六
日
、
一
二
月
三
日
・
五
日
に
は
経
済
科
学
局
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
（E

ells C
. W

alter

）、
一
一
月
二
九
日

と
一
二
月
三
日
に
は
民
政
局
の
ヘ
イ
ズ
陸
軍
中
佐
（Frank E

. H
ays

・
弁
護
士
）、
一
二
月
三
日
・
四
日
に
は
ヘ
イ
ズ
と
民
政
局
の
ハ
ッ

シ
ー
海
軍
中
佐
（A

lfred R
. H

ussey

・
弁
護
士
）
が
加
わ
っ
た
。

　

以
下
、
日
本
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
経
緯
か
ら
、
双
方
が
『
皇
室
経
済
法
』
に
何
を
規
定
し
、
何
を
規
定
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
た
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
。な
お
、見
出
し
の
丸
括
弧
内
に
記
し
た
条
項
は
前
掲
対
照
表
に
対
応
し
、Ａ
・
Ｂ
の
記
入
が
な
い
場
合
は
両
法
案
に
規
定
さ
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『皇室経済法』の成立過程

れ
た
事
項
で
あ
る
。

（
１
）
皇
室
用
財
産
（
第
一
条
）

　

（
ⅰ
）
皇
室
用
財
産
の
事
務
管
理
（
第
一
項
）

　

ま
ず
、
皇
室
用
財
産
の
事
務
管
理
の
帰
属
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
第
一
条
第
一
項
に
は
、
皇
室
用

財
産
は
国
有
財
産
法
の
公
用
財
産
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
八
日
、
同
項
に
、
皇
室
用
財
産

は
、“and shall be under the jurisdiction of the Im

perial H
ouse B

（
阿
）

ureau ”

（
宮
内
府
の
管
轄
下
に
あ
る
）
を
追
加
す
る
こ
と
が
ウ
ォ
ル

タ
ー
か
ら
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
井
手
は
、「
宮
内
府
」
よ
り
も
地
位
の
高
い
主
管
大
臣
が
あ
り
、
そ
の
下
で
「
宮
内
府
の
長
」
が

皇
室
用
財
産
を
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
翌
一
九
日
、
日
本
側
は
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
に
左
の
対
案
を
示
し（
哀
）
た
（
カ
ギ
括
弧
内
に
変

更
）。

　
　

 

皇
室
の
公
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
も
の
と
決
定
し
た
国
有
財
産
（
以
下
皇
室
用
財
産
と
い
ふ
。）
は
、
こ
れ
を
国
有
財
産
法
の
公
用

財
産
と
「
し
、
こ
れ
に
関
す
る
事
務
は
宮
内
府
に
お
い
て
、
こ
れ
を
掌
る
。」

　
　

A
rticle 1. .... the State P

roperty L
aw

, and m
atters pertaining to the above w

ill be handled by the Im
perial H

ouse B
ureau.

　

Ａ
・
Ｂ
を
比
較
す
る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
行
政
機
関
が
皇
室
用
財
産
を
管
理
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
皇
室
用

財
産
の
「
事
務
」
だ
け
を
宮
内
府
が
掌
る
と
の
日
本
側
の
修
正
は
、
皇
室
用
財
産
が
宮
内
府
の
長
の
管
轄
下
に
あ
る
と
い
う
前
日
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ

案
よ
り
も
、
皇
室
用
財
産
に
対
す
る
宮
内
府
（
の
長
）
の
影
響
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
表
現
だ
と
い
え
る
。
こ
の
修
正
案
は
、
旧
か
な
遣
い
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と
読
点
の
修
正
以
外
は
そ
の
ま
ま
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
に
採
用
さ
れ
た
。

　
（
ⅱ
）
皇
室
用
財
産
へ
の
国
会
の
関
与
（
Ｂ
第
四
項
・
第
五
項
）

　

こ
こ
で
は
、
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
第
一
条
第
二
項
の
皇
室
用
財
産
の
設
定
・
解
除
の
規
定
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
皇
室
用
財
産
の

調
査
・
報
告
に
関
す
る
規
定
（
Ｂ
第
一
条
第
四
項
・
第
五
項
）
の
追
加
を
め
ぐ
る
交
渉
を
中
心
に
考
察
す
る
。
一
一
月
一
八
日
に
提
示
さ
れ

た
ウ
ォ
ル
タ
ー
案
（
第
一
条
第
二
項
）
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
（
愛
）。

　

T
he Im

perial H
ouse E

conom
ic C

ouncil shall m
ake recom

m
endations to the D

iet regarding any proposed additions to or 

subtractions （
原
文
はsubtrantions
） from

 Im
perial H

ouse U
se P

roperty. A
ll Im

perial U
se P

roperties shall be exam
ined by 

the Im
perial H

ouse E
conom

ic C
ouncil at intervals not to exceed five years and a report stating their am

ount, condition, 

and use, as w
ell as proposed changes, shall be subm

itted to the D
iet.

皇
室
経
済
会
議
は
、
皇
室
用
財
産
の
設
定
も
し
く
は
廃
止
の
際
に
は
、
国
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
皇
室
用

財
産
は
、
五
年
を
超
え
な
い
期
間
に
皇
室
経
済
会
議
に
調
査
さ
れ
、
そ
れ
ら
財
産
の
総
計
、
状
態
、
使
用
お
よ
び
将
来
に
な
さ
ん

と
す
る
変
化
を
、
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
筆
者
訳
）

　

日
本
側
は
、
国
有
財
産
と
な
る
皇
室
用
財
産
の
設
定
・
廃
止
に
国
会
が
関
与
す
る
と
の
案
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
反
対
し
た
。
国

有
財
産
は
主
管
大
臣
と
大
蔵
大
臣
と
の
間
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
処
分
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
皇
室
用
財
産
の
こ
と
を
皇
室
経
済
会
議
に
付

す
こ
と
自
体
、
他
の
国
有
財
産
に
比
べ
て
非
常
に
厳
重
な
制
約
で
あ
る
。
ま
た
、
皇
室
経
済
会
議
に
は
国
会
の
代
表
者
が
四
名
（
衆
参
両
院
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『皇室経済法』の成立過程

議
長
・
副
議
長
）
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
う
え
国
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
他
の
一
般
の
国
有
財
産
と
比
べ
て
あ
ま
り
に

も
不
均
衡
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
皇
室
用
財
産
は
他
の
国
有
財
産
と
性
質
が
違
う
の
で
、
特
に
国
会
の
承
認
を
必
要
と

す
る
こ
と
、
皇
室
経
済
会
議
は
国
会
の
代
替
機
関
で
は
な
い
こ
と
、
宮
内
府
の
財
産
関
係
は
国
会
が
責
任
を
持
つ
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

日
本
側
は
、
国
会
は
予
算
の
面
か
ら
皇
室
財
産
を
統
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
反
論
し
た
が
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
財
産
税
と
し
て
物
納
し
た

も
の
を
皇
室
に
取
り
込
む
こ
と
を
防
ぎ
た
い
と
し
た
。
翌
一
九
日
、
日
本
側
は
左
の
対
案
を
示
し
た
が
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
案
と
は
違
い
、
国
会

の
関
与
の
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
（
挨
）。

　
　

第
一
条
第
三
項　

 

皇
室
経
済
会
議
は
、
五
年
毎
に
皇
室
用
財
産
に
関
し
必
要
な
調
査
を
行
い
、
こ
れ
を
内
閣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（para. 3

） The Im
perial H

ouse E
conom

y C
ouncil shall m

ake necessary survey concerning the Im
perial H

ouse U
se P

rop-

erty

（as of M
arch 31

二
重
線
消
） every five years and report it to the C

abinet.

　

皇
室
用
財
産
の
編
入
・
解
除
に
つ
い
て
国
会
の
承
認
を
経
る
べ
き
だ
と
す
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
案
を
採
用
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
側

は
、
国
会
閉
会
中
に
皇
室
用
財
産
を
処
分
す
べ
き
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
政
府
が
財
産
を
処
分
し
た
場
合
、
国
会
に
提
出
す

る
決
算
報
告
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
、
皇
室
財
産
処
分
に
つ
い
て
、
国
会
は
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
し
た
。
し
か

し
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
皇
室
財
産
を
処
分
す
れ
ば
予
算
に
影
響
す
る
の
で
、
事
前
に
十
分
計
画
を
立
て
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
日

本
側
は
、
予
算
で
は
具
体
的
な
土
地
物
件
ま
で
指
定
せ
ず
、
あ
る
用
途
の
た
め
に
必
要
な
経
費
が
計
上
さ
れ
る
の
で
、
国
会
の
議
決
を
待
っ

て
い
る
と
実
際
上
予
算
が
執
行
で
き
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
皇
室
経
済
会
議
が
皇
室
用
財
産
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を
編
入
・
解
除
す
る
こ
と
を
認
め
、
こ
の
趣
旨
で
対
案
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
つ
ま
り
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
皇
室
用
財
産
を
国
会
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
皇
室
用
財
産
の
調
査
を
五
年
ご
と
に
皇
室
経
済
会
議
に
提
出
す
る
こ
と
は
、
国
有
財
産
法
に
よ
っ
て
一
般
国
有
財
産
と
同
様
、
毎

年
国
会
に
報
告
す
る
の
で
不
要
で
あ
る
と
す
る
日
本
の
主
張
に
対
し
て
、
皇
室
用
財
産
に
は
、
国
有
財
産
法
に
も
と
づ
く
報
告
に
は
な
い

「
将
来
な
さ
ん
と
す
る
変
化
（proposed change

）」
を
定
期
的
に
国
会
に
報
告
必
要
が
あ
る
と
の
理
由
を
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
皇
室
用
財
産
の
状
況
報
告
の
提
出
先
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
国
会
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
側
は
、
政
府
部
内
の
各
機
関
は
直
接
国

会
と
交
渉
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
国
会
と
の
関
係
は
す
べ
て
内
閣
が
行
う
の
で
、
内
閣
を
通
じ
て
国
会
に
連
絡
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し

た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
そ
の
趣
旨
を
条
文
で
明
確
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
日
本
側
が
そ
れ
を
了
承
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
、
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
に
は
、
交
渉
ど
お
り
、
皇
室
経
済
会
議
が
皇
室
用
財
産
の
調
査
結
果
を
内
閣
に
報
告

し
、
内
閣
が
国
会
に
報
告
す
べ
き
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
側
は
、
直
接
国
会
が
皇
室
用
財
産
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
認
め
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、「
五
年
毎
に
」
か
ら
「
五
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
」
へ
の
変
更
は
、
附
則
の
修
正
に
関
連
す
る
の
で
後
述
す

る
（（
６
）（
ⅰ
））。

　

（
ⅲ
）
皇
室
用
財
産
の
性
質
（
Ｂ
第
三
項
）

　

一
二
月
三
日
、
民
政
局
の
ヘ
イ
ズ
は
、
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
第
一
条
第
二
項
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
皇
室
用

財
産
に
広
大
な
農
園
を
設
定
す
る
場
合
、
国
会
の
議
決
が
な
く
て
も
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
る
だ
け
で
皇
室
に
大
き
な
収
入
が
入
る
こ

と
に
な
り
、
新
憲
法
の
趣
旨
に
合
致
し
な
い
。
よ
っ
て
「
皇
室
用
財
産
はrevenue-bearing property

（
収
益
を
生
む
財
産
）
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
の
一
項
を
第
一
条
に
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
井
手
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
を
し
た
と
こ
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ろ
、
了
承
さ
れ
、
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
に
は
、
左
の
一
項
が
加
え
ら
れ
た
。

　

第
一
条
第
一
項
に
よ
り
、
皇
室
用
財
産
は
公
用
財
産
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
、
収
益
を
目
的
と
す
る
公
用
財
産
は
存
在
し
得
な
い
。

し
か
し
、
疑
惑
を
避
け
る
た
め
に
第
一
条
第
三
項
と
し
て
「
皇
室
用
財
産
は
、
収
益
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
条

項
を
挿
入
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

（
２
）
憲
法
第
八
条
の
例
外
（
第
二
条
）

　

憲
法
第
八
条
は
、
皇
室
の
財
産
授
受
に
「
国
会
の
議
決
」
を
必
要
と
し
、
皇
室
の
経
済
活
動
を
制
限
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
第
二
条
は
、
国
会
の
議
決
を
経
な
く
て
も
財
産
授
受
が
可
能
な
場
合
を
定
め
る
憲
法
第
八
条
の
例
外
規
定
で
あ
る
。

こ
の
規
定
に
関
し
て
、
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
八
日
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
が
左
の
対
案
を
示
し
た
（
姶
）。

　
　

A
rticle 2.

　
　

 Individual m
em

bers of the Im
perial H

ouse are perm
itted to engage in the follow

ing private transactions w
ithout specific 

authorization by D
iet:

　
　

a.  P
urchase or sale of private properties at ordinary m

arket prices. P
rovided that, the Im

perial H
ouse E

conom
ic C

ouncil 

shall review
 all properties held by M

em
bers of the Im

perial H
ouse at the tim

e of each E
m

peror ’s death and shall report 

to the D
iet recom

m
ending desirable changes.

　
　

b.  R
eceipt or grant of properties valued at less than ¥25,000; providing that receipt or grant of properties valued at m

ore 

than ¥5,000 and less than ¥25,000 is approved the Im
perial H

ouse E
conom

ic C
ouncil.
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第
二
条　

各
皇
族
は
、
特
に
国
会
の
議
を
経
な
く
て
も
、
左
の
私
的
売
買
を
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　

ａ
． 

一
般
的
な
市
場
価
格
に
も
と
づ
く
私
的
財
産
の
売
買
。
皇
室
経
済
会
議
は
、
天
皇
崩
御
の
際
、
皇
族
に
保
持
さ
れ
る
す
べ
て

の
財
産
を
評
価
し
、
将
来
あ
る
べ
き
変
化
を
勧
告
す
る
国
会
に
対
し
て
報
告
す
る
こ
と
。

　
　
　
　

ｂ
． 
二
万
五
千
円
以
下
の
価
額
の
財
産
の
授
受
。
五
千
円
以
上
二
万
五
千
円
以
下
の
財
産
の
授
受
は
、
皇
室
経
済
会
議
に
承
認
さ

れ
る
こ
と
。（
筆
者
訳
）

　

こ
の
対
案
の
趣
旨
は
、
財
産
授
受
の
主
体
の
明
確
化
、
皇
室
用
財
産
の
国
会
に
よ
る
管
理
、
自
由
に
行
え
る
経
済
活
動
の
限
度
額
の
明
確

化
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

（
ⅰ
）
財
産
授
受
の
主
体

　

一
一
月
二
七
日
、
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
第
二
条
で
は
私
的
な
財
産
授
受
の
主
体
が
不
明
確
な
の
で
、「
皇
室
」
を
「
皇
族
（M

em
bers 

of the Im
perial Fam

ily

）」
と
す
べ
き
だ
と
す
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
案
に
対
し
、
藤
崎
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
た
。「
皇
室
典
範
案
（
逢
）」
第
五
条
で

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
語
の
「
皇
族
」
に
は
天
皇
を
含
ま
な
い
の
で
、「
天
皇
及
び
皇
族
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
財
産
関
係

条
項
に
「
天
皇
」
の
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
は
国
民
感
情
を
考
え
る
と
好
ま
し
く
な
い
。「
皇
室
」
の
語
に
は
、
ひ
と
つ
の
組
織
の
意
味
と

と
も
に
、
天
皇
お
よ
び
皇
族
の
意
味
も
含
ま
れ
る
。
憲
法
第
八
条
で
も
同
様
の
意
味
で
「
皇
室
」
の
語
を
使
用
し
、
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」

の
他
の
条
項
に
も
こ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
が
了
承
し
た
た
め
、
日
本
側
の
主
張
ど
お
り
Ｂ
『
皇

室
経
済
法
』
で
も
「
皇
室
」
の
語
が
使
用
さ
れ
た
。
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（
ⅱ
）
皇
族
の
私
的
財
産

　

一
一
月
一
九
日
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
前
日
に
対
案
を
提
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
条
自
体
が
不
要
で
あ
る
か
ら
削
除
し
、
天

皇
・
皇
族
は
「
私
有
財
産
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
だ
け
を
示
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
つ
ま
り
、
私
的
財
産
の
授
受
に
つ
い
て
は
、
民

法
を
適
用
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
、
天
皇
・
皇
族
が
「
私
有
財
産
」
を
持
て
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
Ａ
第

二
条
は
、
そ
の
所
有
を
制
限
し
（
佐
藤
）、
そ
の
軽
微
な
も
の
な
ど
の
場
合
に
国
会
の
議
決
が
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
条
項
で
あ
る
（
井

手
）
と
反
論
し
た
。
ま
た
、
憲
法
第
八
条
は
、
多
額
の
献
納
や
賜
与
が
「
天
皇
の
純
粋
性
を
害
す
る
」
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
（
佐
藤
）。

　

ウ
ォ
ル
タ
ー
の
提
案
に
関
す
る
ピ
ー
ク
の
説
明
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
憲
法
第
八
条
は
皇
室
の
私
的
経
済
制
度
の
制
限
を
目
的
と
し

な
い
の
で
、
皇
族
が
私
人
と
し
て
経
済
上
の
自
由
を
有
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
皇
族
は
私
人
と
し
て
の
資
格
と
同
時
に
公
人
と

し
て
の
資
格
も
有
す
る
の
で
、
非
常
に
大
き
な
金
額
の
場
合
、
私
的
な
賜
与
で
あ
っ
て
も
公
的
性
質
を
帯
び
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
公
私
の

区
別
の
準
則
を
立
て
る
こ
と
が
皇
室
経
済
会
議
の
議
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
第
二
条
の
第
一
項
第
三
号
と
第
二
項
と
の
趣
旨
を
採

り
い
れ
て
一
条
と
し
、
前
述
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
左
の
趣
旨
の
条
文
を
設
け
る
こ
と
を
ピ
ー
ク
は
提
案
し
た
（
葵
）。

　
　

 M
em

ber of the Im
perial Fam

ily m
ay hold private property to be subject to taxation and to all the relating to private prop-

erty.

　
　
　
　

 

皇
族
は
、
私
的
財
産
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
財
産
は
、
課
税
対
象
で
あ
り
、
私
的
財
産
に
関
す
る
す
べ
て
の
法
律
を

準
用
す
る
。（
筆
者
訳
）
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つ
ま
り
、
皇
族
が
私
人
と
し
て
保
持
す
る
財
産
に
課
税
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
、
こ
の
よ
う

な
一
条
を
設
け
る
こ
と
は
、
天
皇
・
皇
族
が
一
般
国
民
と
違
っ
た
階
級
を
形
成
す
る
も
の
だ
と
の
誤
解
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
と
反
論
し

た
。
し
か
し
、
ピ
ー
ク
は
、
こ
の
旨
を
間
接
的
に
表
現
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
か
ら
強
い
希
望
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
日
本
側
は
、
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
第
二
条
第
一
項
第
二
号
（
用
度
に
関
す
る
物
品
及
び
食
品
の
進
献
に
係
る
場
合
は
国
会
の
議

決
は
不
要
）
を
削
除
す
る
案
を
提
出
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
一
月
二
二
日
の
交
渉
で
、
日
本
側
の
修
正
案
は
、
通
常
の
経
済
取
引
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
が
「
皇
室
は
私
有
財
産
を
持
ち

得
な
い
」
と
憲
法
第
八
条
を
誤
解
し
た
Ａ
第
二
条
は
不
要
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
「
皇
室
」
を
「
皇
族
」
と
変
更
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

ウ
ォ
ル
タ
ー
は
再
度
主
張
し
た
。
か
ね
て
よ
り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
天
皇
・
皇
族
に
は
私
的
地
位
と
公
的
地
位
と
が
並
存
す
る
と
の
考
え
を
示
し
て

い
る
が
、
日
本
側
が
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本
側
は
、「
相
手
方
ニ
示
サ
ズ
」
と
の
書
き
込
み
の
あ
る
二
つ
の
草
案
を
一
一
月
一
九
日
に
用
意
し
て
い
た
。「
皇

室
経
済
会
議
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
の
私
有
財
産
の
状
況
に
つ
き
宮
内
府
の
長
に
報
告
を
求
め
、
こ
れ
を
審
査
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
の
草
稿
お
よ
び
「
皇
室
経
済
会
議
は
、
国
会
の
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
皇
室
の
私
有
財
産
の
状
況
に
つ
き
調
査
し
、
そ
の
意

見
を
付
し
て
こ
れ
を
国
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
「
別
案
」
で
あ
る
（
茜
）。
こ
れ
は
、
内
廷
費
に
関
す
る
議
論
で
、
天
皇
の
私
的

財
産
は
私
法
の
適
用
を
う
け
る
こ
と
を
日
本
側
が
当
然
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
産
の
増
加
を
回
避
さ
せ
た
い
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
意
を
汲
ん
だ

草
案
と
考
え
ら
れ
る
。

　

結
局
、
Ａ
第
二
条
第
一
項
は
第
二
号
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
別
に
法
律
で
定
め
る
一
定
価
格
内
お
よ
び
そ
れ
を
超
え
て
も
別
の
法

律
で
定
め
る
限
度
内
で
皇
室
経
済
会
議
が
認
め
れ
ば
、
相
当
の
対
価
に
よ
る
皇
室
の
私
的
経
済
行
為
は
、
国
会
の
議
決
を
経
る
必
要
が
な
い

と
さ
れ
た
。
日
本
側
の
主
張
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
以
下
に
考
察
す
る
と
お
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
議
論
が
深

（644）
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め
ら
れ
、
新
た
に
二
つ
の
項
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

（
ⅲ
）
自
由
に
財
産
授
受
で
き
る
限
度
額
と
方
法

　

一
一
月
一
八
日
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
案
（
前
掲
）
に
は
、
国
会
の
議
決
を
必
要
と
し
な
い
場
合
の
具
体
的
金
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

来
年
の
経
済
状
況
を
予
想
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
基
礎
法
と
な
る
『
皇
室
経
済
法
』
を
頻
繁
に
改
正
す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
し

て
、
日
本
側
が
金
額
を
別
の
法
律
に
規
定
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
翌
一
九
日
、
限
度
額
を
別
の
法
で
金
額
を
定
め
る
こ
と
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側

に
了
承
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
は
不
十
分
だ
と
し
て
、
一
二
月
三
日
、
ピ
ー
ク
か
ら
、
皇
室
に
対
す
る
贈
与
の
最
高
額
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

第
二
条
に
「
一
年
の
間
に
皇
室
に
属
す
る
者
に
よ
つ
て
受
け
ら
れ
る
贈
与
又
は
財
産
の
総
額
は
別
に
法
律
に
よ
つ
て
定
め
る
金
額
を
超
え
て

は
な
ら
な
い
（
穐
）」
と
い
う
一
項
を
設
け
る
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
一
〇
円
ず
つ
天
皇
に
献
上
す

れ
ば
七
億
円
（
昭
和
二
一
年
の
人
口
は
約
七
五
七
五
万
人
）
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
皇
室
経
済
会
議
も
国
会
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
献
上
の
方
法
の
対
策
と
し
て
起
草
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
、
こ
こ
ま
で
厳
格
に
し
て
、
皇

室
の
財
産
の
増
加
を
避
け
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
側
は
、
二
人
以
上
の
者
が
意
思
を
通
じ
て
皇
室
の
同
一
の
者
に
財
産
を
献
上
す
る
場
合
は
、
同
一
の
者
の
間
に
お

い
て
一
年
以
内
に
二
回
以
上
の
財
産
の
授
受
が
行
わ
れ
る
場
合
と
同
様
に
、
第
二
条
第
一
項
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
し
て
も
よ
い
と
答
え

た
。
こ
れ
は
、
第
二
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ヘ
イ
ズ
お
よ
び
ハ
ッ
シ
ー
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
、
皇
室
か

ら
の
賜
与
も
含
め
て
最
高
額
を
決
め
る
以
外
に
方
法
は
な
い
と
反
論
し
た
。
そ
こ
で
翌
四
日
、
日
本
側
は
、
左
の
よ
う
な
対
案
を
示
し
た
の

で
あ
る
（
悪
）。

（645）
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国
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
む
る
と
き
は
、
通
常
の
私
的
経
済
行
為
に
か
か
る
場
合
を
除
く
外
、
皇
室
に
属
す
る
同
一
の
者
に
つ
き
一

年
間
に
受
領
す
る
こ
と
の
で
き
る
財
産
の
最
高
額
を
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

右
案
は
、
最
高
額
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
は
実
際
上
困
難
な
の
で
、
具
体
的
な
場
合
に
応
じ
て
国
会
が
対
処
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
最
高
額
は
明
確
に
な
ら
ず
、
こ
の
程
度
の
こ
と
は
同
規
定
が
な
く
て
も
国
会
は
対
処
可
能
だ
と
ハ
ッ
シ
ー
は

述
べ
た
。
そ
こ
で
日
本
側
は
、
憲
法
第
八
条
は
個
々
の
財
産
授
受
の
場
合
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
財
産
授
受
の
総
額
を
明
確
に
定
め
る
こ

と
は
同
条
の
範
囲
外
で
あ
る
と
の
意
見
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ピ
ー
ク
は
、
財
産
の
授
受
が
一
定
額
に
達
し
た
後
は
、
ど
ん
な
に
少

額
で
あ
っ
て
も
す
べ
て
国
会
の
議
決
に
も
と
づ
く
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
。
日
本
側
は
、
最
高
額
を
定
め
る
と
必
要
以
上
に
制
限
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
ピ
ー
ク
の
提
案
だ
と
具
体
的
場
合
に
応
じ
て
国
会
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
賛
成
し
た
。
そ
こ
で
日
本
側
は
、
ピ
ー
ク
案
を

参
考
に
左
の（
握
）
案
を
提
示
し
、
了
承
を
得
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
第
二
条
第
三
項
が
作
成
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
主
張
ど
お
り
、
同
一
人
の
間

に
お
け
る
財
産
授
受
の
上
限
額
は
、
一
回
ご
と
で
は
な
く
毎
年
の
通
計
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　

 

皇
室
に
属
す
る
同
一
の
者
が
、
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
よ
つ
て
一
年
内
に
授
受
す
る
財
産
の
総
額
が
別
に
法
律
に
よ
つ
て
定
む

る
価
額
を
越
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
年
度
内
に
お
い
て
同
一
の
者
の
財
産
の
授
受
は
前
二
項
の
規
定
に
拘
ら
ず
国
会
の
議
決
意
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
、
天
皇
・
皇
族
が
自
由
に
授
受
で
き
る
財
産
の
毎
年
の
限
度
額
を
規
定
す
る
こ
と
と
年
間
の
授
受
の
通
計
を
厳
格

に
定
め
る
べ
き
こ
と
を
要
求
し
た
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
上
限
額
を
別
の
法
律
に
定
め
る
と
す
る
日
本
側
の
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
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で
あ
る
。

（
３
）
皇
室
費
へ
の
課
税
（
第
三
条
）

　

昭
和
二
一
年
一
一
月
一
八
日
、
毎
会
計
年
度
の
皇
室
費
残
額
の
う
ち
国
庫
に
返
さ
な
い
部
分
を
天
皇
・
皇
族
の
私
的
収
入
と
認
め
、
そ
の

残
額
へ
の
課
税
を
明
確
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
ウ
ォ
ル
タ
ー
が
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
天
皇
・
皇
族
の
私
的
収
入
へ
の
課
税
は
税
法

に
よ
っ
て
特
則
を
設
け
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
り
、『
皇
室
経
済
法
』
に
規
定
す
べ
き
事
項
で
は
な
い
と
反
論
し
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
で
は
、
内
廷
費
お
よ
び
皇
族
費
の
毎
年
の
残
余
に
対
す
る
規
定
は
な
く
、
日
本
側
の
主
張
が
採

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
４
）
内
廷
費
を
天
皇
に
支
出
す
る
こ
と
の
明
確
化
（
第
四
条
）

　

昭
和
二
一
年
一
一
月
一
九
日
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
内
廷
費
が
天
皇
に
対
す
る
支
出
で
あ
る
こ
と
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ

れ
は
、
前
述
の
皇
室
財
産
授
受
の
主
体
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
皇
室
」
と
い
う
曖
昧
な
概
念
で
は
な
く
、

「
天
皇
個
人
」
に
内
廷
費
を
支
出
す
る
こ
と
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
明
確
に
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
一
月
二
五
日
、
ピ
ー
ク
は
、
天

皇
が
「
私
有
財
産
」
を
持
つ
こ
と
お
よ
び
「
私
有
財
産
」
は
国
の
法
令
に
服
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
二
つ
の
効
果
が
あ
る
と
し

て
、
左
案
を
示
し
た
（
渥
）。

　
　

 T
he sum

s granted as the privy purse shall becom
e the private property of the E

m
peror, subject to all the rights and obli-

gations appertaining under the law
.
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国
が
御
手
元
金
と
し
て
支
出
す
る
補
助
金
は
、
天
皇
の
私
的
財
産
と
な
り
、
法
律
に
も
と
づ
く
す
べ
て
の
権
利
義
務
が
課
さ
れ

る
。（
筆
者
訳
）

　

こ
れ
に
対
し
て
、
井
手
は
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
天
皇
が
受
け
取
っ
た
財
産
や
経
費
は
「
私
有
」
と
な
り
、
私
法
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
の
私
的
財
産
に
つ
い
て
だ
け
私
法
の
適
用
を
明
確
に
規
定
す
る
と
、
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
私
法
の
適
用

が
な
い
と
の
誤
解
を
受
け
る
。
ま
た
、
天
皇
が
法
に
従
う
べ
き
こ
と
は
、
憲
法
第
一
四
条
で
明
ら
か
で
あ
る
。
私
法
の
適
用
に
つ
い
て
直
接

規
定
し
な
く
て
も
、
公
的
管
理
に
属
し
な
い
と
す
れ
ば
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
趣
旨
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、
内
廷
費
は
宮
内
府
の
管
理
に
属
し
な
い
と

規
定
す
れ
ば
よ
い
。

　

そ
こ
で
翌
二
六
日
、
日
本
側
は
、「
内
廷
費
と
し
て
支
出
せ
ら
る
る
も
の
は
御
手
元
金
と
し
、
宮
内
府
の
経
理
に
属
し
な
い
（
旭
）」
と
す
る
旨

を
第
四
条
第
二
項
に
追
加
す
る
対
案
を
提
示
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
の
「
私
産
」
と
同
じ
意
味
を
持
た
せ
な
が
ら
、
天

皇
・
皇
室
の
尊
厳
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
は
こ
れ
を
了
承
し
た
が
、
英
文
を“becom

e the private property of the 

E
m

peror ”

と
し
て
、
私
的
財
産
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
（“privy purse ”

を
使
わ
な
い
）
こ
と
を
希
望
し
た
。
し
か
し
、
日
本
側

は
、「
天
皇
の
私
的
財
産
と
な
る
」
で
は
な
く
「
御
手
元
金
と
な
る
」
と
日
本
語
訳
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
も
、
同
対
案
を
大

体
了
承
し
た
。

　

さ
ら
に
一
一
月
二
七
日
、
ピ
ー
ク
は
、「
内
廷
費
は
宮
内
府
の
経
理
に
属
し
な
い
」
と
す
る
よ
り
「
如
何
な
る
政
府
機
関
の
経
理
に
も
属

し
な
い
」
と
し
た
方
が
包
括
的
で
よ
い
と
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
藤
崎
は
、「
宮
内
府
の
経
理
に
属
す
る
公
金
と
し
な
い
」
と
修
正
す

る
方
が
よ
い
と
し
た
と
こ
ろ
、
ピ
ー
ク
は
即
座
に
賛
成
し
た
。
つ
ま
り
、
御
手
元
金
を
「
公
金
と
し
な
い
」
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
が
内
廷
費

を
自
由
に
使
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
と
の
意
図
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
御
手
元
金
」
の
英
訳
は
、
日
本
側
の
主
張
が
通
り
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“privy purse ”

と
な
っ
た
。

　

内
廷
費
に
関
す
る
第
四
条
に
つ
い
て
は
、
交
渉
ど
お
り
第
二
項
が
追
加
さ
れ
、「
御
手
元
金
」
と
い
う
語
を
介
し
て
、
内
廷
費
が
天
皇
お

よ
び
内
廷
皇
族
の
費
用
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
内
廷
費
の
額
を
「
別
に
法
律
」
で
定
め
る
べ
き
こ
と
を
追
加
し
た
。「
別

に
」
と
し
た
の
は
、
皇
室
の
経
済
活
動
の
基
本
法
で
あ
る
『
皇
室
経
済
法
』
に
毎
年
変
更
す
る
可
能
性
の
あ
る
内
廷
費
の
金
額
を
規
定
す
る

こ
と
を
避
け
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、「
法
律
」
で
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
が
主
張
す
る
皇
室
の
経
済
活
動
に
対
し
て
国

会
が
管
理
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
で
追
加
さ
れ
た
第
一
条
第
三
項
・
第
四
項
で
は
、
内
廷
費
の
定
額
の
変
更
を
皇
室
経
済
会
議
が
認
め
た
場

合
、
内
閣
に
意
見
を
提
出
し
、
内
閣
は
そ
の
内
容
を
国
会
に
報
告
す
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
は
、
皇
室
用
財
産
の
調
査
報
告

（
第
一
条
第
四
項
・
第
五
項
）
と
同
様
、
皇
室
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
国
会
へ
報
告
す
る
こ
と
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
が
要
求
し
た
た
め
で
あ
る
（
葦
）。
こ

れ
は
、
皇
族
費
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（
Ｂ
第
六
条
第
八
項
・
第
九
項
）。

（
５
）
皇
族
費
（
第
六
条
）

　

（
ⅰ
）
支
出
の
制
限

　

昭
和
二
一
年
一
一
月
一
八
日
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
皇
族
費
の
支
出
を
皇
孫
（
天
皇
よ
り
二
親
等
）
ま
で
に
限
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

つ
ま
り
、
天
皇
と
な
る
可
能
性
の
非
常
に
低
い
者
に
ま
で
皇
族
と
し
て
皇
族
費
を
支
出
し
、
個
人
と
し
て
の
自
由
を
束
縛
す
る
の
は
、「
人

間
本
然
の
自
由
」
を
不
当
に
制
限
す
る
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
側
は
、
王
・
女
王
の
制
度
（
永
世
皇
族
主
義
）

を
『
皇
室
典
範
』
で
認
め
る
以
上
は
相
当
の
費
用
を
支
出
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
こ
と
、
皇
統
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
皇
族
費

の
多
寡
は
問
題
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
、
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
に
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
一
月
二
六
日
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
以
下
の
二
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つ
の
問
題
を
提
示
し
た
が
、
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
皇
族
費
は
、
内
廷
費
と
同
様
、
い
っ
た
ん
皇
族
に
支
出
さ
れ

る
と
私
的
な
財
産
に
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

① 

皇
室
経
済
会
議
は
皇
族
費
定
額
の
適
否
に
つ
い
て
定
期
的
に
審
議
し
、
内
閣
は
予
算
を
国
会
に
提
出
す
る
際
に
こ
の
報
告
を
提
出
す
る

こ
と
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

②
皇
族
に
『
皇
室
経
済
法
』
第
二
条
に
反
す
る
行
為
が
合
っ
た
場
合
、
皇
室
経
済
会
議
は
皇
族
費
を
減
額
す
べ
き
で
な
い
か
。

　

（
ⅱ
）
皇
籍
離
脱
後
の
一
時
金

　

皇
族
費
に
は
、
毎
年
各
皇
族
に
支
出
さ
れ
る
費
額
以
外
に
も
、
皇
族
の
身
分
か
ら
離
れ
た
場
合
の
一
時
金
も
含
ま
れ
る
（
第
六
条
第
一

項
）。
一
一
月
一
五
日
、
皇
籍
離
脱
後
に
支
払
わ
れ
る
一
時
金
は
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
た
者
に
対
し
て
、
そ
の
後
も
支
出
す
る
よ
う
に
解

釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
ピ
ー
ク
が
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
井
手
は
、
皇
族
の
身
分
を
「
離
れ
る
際
に
」
と
の
文
言
を
挿
入
し
た
対

案
を
示
し
、
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
に
採
用
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
一
二
月
三
日
、
第
六
条
第
三
項
の
婚
姻
解
消
後
の
年
額
に
関
す
る
規
定
は
、
親
王
・
王
だ
け
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
了
解

し
た
が
、
同
条
だ
け
で
明
確
に
な
る
よ
う
に
修
正
す
べ
き
こ
と
を
ウ
ォ
ル
タ
ー
が
要
求
し
た
。
そ
こ
で
、
第
六
条
第
三
項
の
「
既
婚
者
」
を

「
既
婚
の
親
王
及
び
王
」
と
改
め
た
。

　

皇
族
費
も
、
内
廷
費
と
同
様
、
そ
の
額
を
「
別
に
法
律
」
で
定
め
る
こ
と
、
宮
内
府
の
経
理
す
る
公
金
で
な
い
こ
と
、
間
接
的
に
国
会
が

管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
皇
族
費
は
、
各
皇
族
が
自
由
に
使
え
る
費
用
で
あ
る
が
、
そ
の
金
額
は
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
民
主
的
」
な
制
限
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
皇
族
費
を
受
け
取
る
皇
族
や
一
時
金
を
受
け
取
る
期
間
が
よ
り
明

確
に
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（650）



273

『皇室経済法』の成立過程

（
６
）
三
種
の
神
器
（
第
七
条
）

　

第
七
条
は
、「
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
九
日
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、

第
七
条
は
不
要
で
あ
り
、
仮
に
必
要
だ
と
し
て
も
『
皇
室
経
済
法
』
に
規
定
す
べ
き
事
項
で
は
な
く
、「
儀
式
の
法
」
に
規
定
す
れ
ば
よ
い

と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
佐
藤
は
、
新
憲
法
下
の
民
法
で
は
遺
産
は
均
分
相
続
さ
れ
る
の
で
、
由
緒
物
が
皇
子
に
分
散
す
る
可
能
性

を
考
慮
し
、
同
法
に
規
定
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
文
言
を
多
少
修
正
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
。「
承
継
す

る
」
か
ら
「
受
け
る
」
へ
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
新
憲
法
下
に
お
け
る
民
法
の
相
続
規
定
の
文
言
と
抵
触
し
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
法
第
八
九
六
条
に
は
、「
相
続
人
は
、
相
続
開
始
の
時
か
ら
、
被
相
続
人
の
財
産
に
属
し
た
一
切
の
権
利
義

務
を
承4

継4

す
る
」
と
あ
る
（
筆
者
、
傍
点
）。

　

な
お
、
由
緒
物
の
内
容
に
関
す
る
規
定
は
な
い
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
議
論
や
一
二
月
二
日
の
ピ
ー
ク
に
よ
る
皇
室
経
済
法
案
の
分
析
覚（
芦
）
書
か

ら
も
、
そ
こ
に
「
三
種
の
神
器
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
７
）
経
過
規
定
（
附
則
）

　

（
ⅰ
）
皇
室
財
産
の
処
分
と
皇
室
用
財
産
の
設
定
（
Ａ
第
三
項
）

　

Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
附
則
第
三
項
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
皇
室
財
産
は
、『
皇
室
経
済
法
』
お
よ
び
憲
法
施
行
後
六
か
月
以
内
に
処
分
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
一
年
一
二
月
三
日
、
同
法
施
行
前
に
処
分
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
、
ピ
ー
ク
お
よ
び
ヘ
イ
ズ
か
ら
示

さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
憲
法
の
附
則
に
よ
っ
て
、
憲
法
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
準
備
手
続
き
は
、
憲
法
施
行
前
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
皇
室
財
産
を
憲
法
施
行
前
に
処
理
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
附
則
第
三
項
を
削
除
し
、
第
二
項
と
第
四
項

と
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
「
皇
室
用
財
産
及
び
皇
室
会
計
に
つ
い
て
は
こ
の
憲
法
の
施
行
前
に
勅
令
を
も
っ
て
規
定
す
る
」
こ
と
が
要
請
さ
れ
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た
。

　

附
則
第
三
項
は
、
政
府
内
部
で
皇
室
財
産
を
処
理
し
た
と
の
誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
皇
室
用
財
産
と
し
て
残
す
財
産
を
皇
室
経
済
会

議
が
判
断
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
と
日
本
側
が
説
明
し
た
が
、
こ
の
趣
旨
で
あ
る
な
ら
、
特
に
本
項
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
の
意
見
を

Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
示
し
た
。
し
か
し
、
皇
室
経
済
会
議
は
、
皇
室
用
財
産
の
調
査
を
五
年
ご
と
に
行
え
る
（
Ｂ
第
一
条
）
が
、
法
律
に
も
と
づ
く

権
限
し
か
行
使
で
き
な
い
（
Ｂ
第
一
一
条
、
皇
室
典
範
第
三
七
条
）
の
で
、
自
由
に
皇
室
用
財
産
を
調
査
で
き
な
い
と
日
本
側
が
疑
問
を
呈

し
た
。
そ
こ
で
、
第
一
条
の
皇
室
経
済
会
議
に
よ
る
調
査
審
議
に
関
す
る
規
定
の
「
五
年
毎
に
」
を
「
少
な
く
と
も
五
年
毎
に
」
と
修
正
す

る
こ
と
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
か
ら
提
案
さ
れ
、
日
本
側
は
承
認
し
た
。
よ
っ
て
、
附
則
第
三
項
は
削
除
さ
れ
、
皇
室
経
済
会
議
は
い
つ
で
も
皇
室
用

財
産
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

（
ⅱ
）
皇
室
会
計
に
関
す
る
義
務
（
Ａ
第
四
項
）

　

Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
附
則
第
四
項
は
、『
皇
室
経
済
法
』
施
行
の
際
、
従
前
の
皇
室
会
計
に
属
す
る
権
利
義
務
の
う
ち
、
国
に
引
き
継

が
れ
る
も
の
に
関
す
る
必
要
事
項
は
政
令
で
定
め
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
こ
の
第
四
項
が
第
三
項
と
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
こ
と
を
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
側
は
一
二
月
三
日
に
指
摘
し
た
。
こ
れ
対
し
て
、
日
本
側
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
Ａ
附
則
第
四
項
は
、
憲
法
施
行
前
に
整
理
で

き
な
い
会
計
事
項
が
あ
る
場
合
に
政
令
で
定
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
規
定
で
あ
る
。
例
え
ば
、
皇
室
財
産
に
第
三
者
の
抵
当
権
が
設
定
さ

れ
て
い
る
場
合
や
債
権
者
が
不
明
の
場
合
に
整
理
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
は
、
こ
の
点
を
明
確
に

す
る
よ
う
な
修
正
を
要
望
し
た
。

　

一
二
月
五
日
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
は
、
政
府
が
国
会
の
承
認
を
得
ず
に
政
令
だ
け
で
多
額
の
債
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
不
当
で
あ
る
か
ら
、
皇

室
会
計
の
債
務
を
国
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
、
政
令
で
規
定
で
き
る
最
高
額
を
同
項
に
明
示
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
提
示
し
た
。
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藤
崎
は
井
手
と
連
絡
を
取
り
、
皇
室
会
計
に
属
す
る
権
利
義
務
は
、
実
質
的
に
は
『
皇
室
経
済
法
』
施
行
前
に
処
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
同
法
施
行
の
と
き
に
懸
案
と
な
る
手
続
規
定
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
と
い
う
趣
旨
に
過
ぎ
な
い
と
説
明
し
た
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、「
経
過
的
処
理
」
と
の
語
を
挿
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
８
）『
皇
室
経
済
法
』
の
成
立

　

昭
和
二
一
年
一
二
月
七
日
、
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
ど
お
り
訂
正
さ
れ
た
（
鯵
）。
一
二
月
九
日
、
枢
密
院
の
審
査
委
員

会
で
、
Ｂ
「
皇
室
経
済
法
案
」
を
帝
国
議
会
へ
提
出
し
て
も
支
障
の
な
い
こ
と
が
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。
同
委
員
会
で
は
、
自
由
に
財

産
授
受
が
で
き
る
法
定
額
と
皇
籍
離
脱
（
臣
籍
降
下
）
の
際
の
一
時
金
支
給
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
、
佐
藤
か
ら
、
法

定
額
の
低
い
皇
族
は
五
万
円
、
高
い
皇
族
は
二
〇
万
円
か
ら
三
〇
万
円
に
な
る
と
の
お
お
よ
そ
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
後
者
の
一
時
金
に

つ
い
て
、
宮
内
省
文
書
課
長
の
高
尾
亮
一
か
ら
、
皇
籍
離
脱
は
新
憲
法
施
行
前
に
実
施
予
定
な
の
で
、
現
在
の
皇
室
費
を
財
源
と
し
、『
皇

室
経
済
法
』
に
準
拠
し
て
金
額
が
設
定
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
翌
一
二
月
一
〇
日
、
枢
密
院
会
議
に
お
い
て
、
審
査
委
員
長
の
潮
政

彦
よ
り
報
告
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
（
梓
）。

　

Ｂ
「
皇
室
経
済
法
案
」
は
、
一
二
月
一
二
日
、
帝
国
議
会
衆
議
院
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、
第
一
読
会
で
議
論
さ
れ
た
（
圧
）。
同
案
は
、
委
員
会

に
審
査
が
付
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
二
月
一
六
日
か
ら
一
九
日
ま
で
審
査
さ
れ
た
（
斡
）。
一
二
月
二
〇
日
に
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
（
扱
）、
同

日
、
同
案
は
、
貴
族
院
に
送
付
さ
れ
た
。
翌
二
一
日
の
貴
族
院
本
会
議
の
第
一
読
会
（
宛
）、
二
一
日
と
二
二
日
の
皇
室
経
済
法
案
特
別
委
員
会
の

審
議
を
経
て
（
姐
）、
一
二
月
二
四
日
に
貴
族
院
に
お
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
（
虻
）。
昭
和
二
二
年
一
月
一
六
日
、『
皇
室
経
済
法
』
は
法
律
第

四
号
と
し
て
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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結
び

　

最
後
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
要
求
と
日
本
の
主
張
が
認
め
ら
れ
た
事
項
と
を
列
記
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え

る
（
飴
）。

　

①
行
政
機
関
（
宮
内
府
）
の
皇
室
用
財
産
へ
の
関
与
を
明
確
に
す
べ
き
こ
と
を
要
求
。

　
　

・
皇
室
用
財
産
の
事
務
だ
け
を
宮
内
府
の
管
轄
と
す
る
（
第
一
条
第
一
項
）。

　

②
国
会
が
皇
室
用
財
産
・
皇
室
費
に
関
与
す
る
こ
と
を
要
求
。

　
　

・
皇
室
用
財
産
の
調
査
結
果
を
直
接
国
会
に
報
告
し
な
い
（
第
一
条
第
四
項
）。

　
　

・
内
廷
費
・
皇
族
費
の
額
を
変
更
す
る
場
合
、
直
接
国
会
に
報
告
し
な
い
（
第
四
条
第
三
項
・
第
四
項
、
第
六
条
第
三
項
）。

　

③
財
産
の
主
体
が
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
こ
と
を
要
求
。

　
　

・「
皇
室
」
や
「
御
手
元
金
」
の
語
を
介
し
て
、
間
接
的
に
天
皇
が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
法
文
化
（
第
二
条
、
第
四
条
）。

　

④
国
会
の
議
決
を
必
要
と
し
な
い
皇
室
の
財
産
授
受
の
上
限
額
や
皇
室
費
の
具
体
的
な
年
額
を
明
確
に
す
べ
き
こ
と
を
要
求
。

　
　

・ 

基
本
法
で
あ
る
『
皇
室
経
済
法
』
の
頻
繁
な
改
正
を
避
け
る
た
め
、
金
額
な
ど
の
詳
細
は
別
の
法
律
で
定
め
る
（
第
四
条
、
第
六

条
）。

　

⑤
私
的
財
産
に
つ
い
て
法
文
化
す
る
必
要
が
な
い
と
す
る
主
張
。

　
　

・
私
的
経
済
行
為
に
関
す
る
規
定
を
存
続
さ
せ
る
（
第
二
条
）。

　
　

・
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
の
存
在
を
法
律
で
明
確
に
す
る
（
第
七
条
）。

　

⑥
皇
室
に
課
税
す
る
こ
と
を
『
皇
室
経
済
法
』
で
明
確
に
規
定
す
べ
き
こ
と
の
要
求
。

　
　

・『
皇
室
経
済
法
』
で
は
な
く
、
税
法
に
定
め
る
。
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⑦
皇
族
費
を
受
け
る
皇
族
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
を
要
求
。

　
　

・
皇
族
費
を
受
け
る
皇
族
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
を
、『
皇
室
経
済
法
』
に
規
定
し
な
い
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
憲
法
第
八
条
お
よ
び
第
八
八
条
の
内
容
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
皇
室
財
産
の
縮
小
、
皇
室
財
産
へ
の
国
会
や
行
政
機
関

（
内
閣
・
宮
内
府
）
の
関
与
、
皇
室
の
財
産
授
受
や
皇
室
費
の
明
確
化
を
要
求
し
た
。
皇
室
用
財
産
や
皇
室
費
に
対
す
る
国
会
の
直
接
の
関

与
は
避
け
ら
れ
た
が
、
内
閣
を
通
し
て
国
会
へ
報
告
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
（
①
②
）。
ま
た
、
天
皇
が
財
産
授
受
の
主
体
で
あ
る
こ
と

や
天
皇
に
内
廷
費
を
支
出
す
る
こ
と
は
『
皇
室
経
済
法
』
に
明
確
に
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
財
産
授
受
規
定
は
厳
格
化
さ
れ
た
（
③
）。

つ
ま
り
、
天
皇
・
皇
室
の
尊
厳
を
保
持
す
る
た
め
に
、
国
会
の
皇
室
へ
の
関
与
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本

側
と
し
て
は
、
一
方
で
天
皇
が
経
済
活
動
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
地
位
ゆ
え
に
明
確
に
し
た
く
な
か
っ
た
が
、
他
方
で
皇
室
の
私
的
な

財
産
授
受
が
憲
法
第
八
条
の
対
象
で
な
い
こ
と
や
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
が
存
在
す
る
こ
と
（
⑤
）
の
法
的
根
拠
を
明
ら

か
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
要
求
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
皇
室
経
済
法
』
に
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
事
項
が
あ
る
。
課
税
（
⑥
）
と
皇

族
費
の
支
出
範
囲
の
限
定
（
⑦
）
で
あ
る
。
課
税
に
つ
い
て
は
、
臨
時
法
制
調
査
会
の
初
期
の
要
綱
案
か
ら
、
天
皇
お
よ
び
内
廷
皇
族
に
は

租
税
に
関
す
る
法
令
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
皇
室
の
私
的
財
産
へ
の
課
税
は
不
可
避
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
を
『
皇

室
経
済
法
』
に
規
定
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
日
本
側
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
側
の
強
い
反
対
は
あ
っ
た
が
、
内
廷
費
は
国
庫
か
ら

支
出
さ
れ
れ
ば
私
的
な
費
用
で
あ
り
、
内
廷
費
の
残
額
も
私
的
な
財
産
で
あ
る
か
ら
、『
皇
室
経
済
法
』
や
他
の
法
令
で
課
税
免
除
の
規
定

が
な
け
れ
ば
、
天
皇
・
内
廷
皇
族
の
私
的
経
済
関
係
に
つ
き
税
法
の
適
用
を
受
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
側
は
断
固
と
し
た
態

度
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
皇
族
費
支
出
の
制
限
は
、『
皇
室
典
範
』
起
草
過
程
で
も
議
論
さ
れ
た
「
皇
族
の
範
囲
」
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
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Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
国
会
の
予
算
審
議
権
と
の
関
係
か
ら
、『
皇
室
典
範
』
で
認
め
た
王
・
女
王
（
永
世
皇
族
主
義
）
に
対
し
て
毎
年
の
皇
族
費
を

支
出
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
側
面
か
ら
、
事
実
上
、
皇
族
の
範
囲
を
限
定
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
側
が
『
皇

室
典
範
』
と
の
整
合
性
を
指
摘
し
た
の
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
認
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

皇
室
の
経
済
活
動
に
は
私
的
な
も
の
と
公
的
な
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
内
廷
費
は

「
宮
内
府
の
経
理
に
属
す
る
公
金
と
し
な
い
」（
第
四
条
第
二
項
）
と
の
規
定
を
根
拠
に
、
内
廷
費
を
公
的
な
費
用
で
は
な
く
完
全
に
私
的

な
費
用
だ
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
天
皇
の
地
位
に
と
も
密
接
に
か
か
わ
る
。

　

日
本
側
の
ま
と
め
た
交
渉
の
経
緯
で
は
、
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
第
四
条
第
二
項
は
「
内
廷
費
の
性
質
及
び
そ
の
経
理
の
関
係
を
明
瞭
に
す

る
と
い
ふ
だ
け
で
、
実
質
的
な
修
正
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
（
絢
）」
と
あ
る
だ
け
で
、
原
案
で
あ
る
Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
か
ら
は
、
皇
室

費
が
私
的
な
費
用
か
公
的
な
費
用
か
は
明
確
で
な
い
（
綾
）。
ま
た
、
第
二
条
の
皇
室
の
財
産
授
受
に
関
す
る
議
論
で
、
皇
室
の
す
る
私
的
な
賜
与

で
あ
っ
て
も
多
額
に
な
る
と
公
的
性
質
を
帯
び
る
と
日
本
側
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
私
の
ど
ち
ら
と
も
断
定
で
き
な
い
地
位
が
天

皇
・
皇
族
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
天
皇
・
皇
室
の
公
私
の
区
別
は
、
皇
室
と
国
家
と
の
関
係
や
政
教
分
離
と
も
密
接
に

か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
た
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
占
領
期
や
講
和
独
立
後
に
お
け
る
皇
室
財
産
の
運
用
実
態
と
皇
室
経
済
制
度
と
の
ズ
レ
や
乖
離
お
よ
び
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る

財
閥
解
体
（
経
済
の
民
主
化
）
と
皇
室
財
産
処
分
と
の
異
同
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
今
後
は
、『
皇
室
経
済
法
』

に
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
皇
室
費
の
金
額
や
自
由
に
で
き
る
財
産
授
受
の
上
限
な
ど
を
規
定
す
る
『
皇
室
経
済
法
施
行
法
』
の
成
立
過
程
や

『
皇
室
経
済
法
』、『
皇
室
経
済
法
施
行
法
』
の
改
正
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
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『皇室経済法』の成立過程

注（
１
）　

川
田
敬
一
「『
皇
室
経
済
法
制
定
史
』（
一
）―

臨
時
法
制
調
査
会
に
お
け
る
議
論
を
中
心
に―

」（
金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
『
日
本

学
研
究
』
第
九
号
・
平
成
一
八
年
、
一
一
七
頁
）。
川
田
敬
一
「
終
戦
前
後
ア
メ
リ
カ
の
皇
室
財
産
政
策
に
関
す
る
基
礎
的
考
察―

『
皇
室
経
済

法
』
制
定
前
史
一―

」（
関
西
憲
法
研
究
会
『
憲
法
論
叢
』
第
六
号
・
平
成
一
一
年
一
二
月
、
四
五
頁
）。
川
田
敬
一
「
日
本
国
憲
法
制
定
過
程
に

お
け
る
皇
室
財
産
論
議―

『
皇
室
経
済
法
』
制
定
前
史
二―

」（
金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
『
日
本
学
研
究
』
第
七
号
・
平
成
一
六
年
、

二
五
一
頁
）。

　
　
　

な
お
、『
皇
室
経
済
法
』
の
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
芦
部
信
喜
・
高
見
勝
利
『
日
本
立
法
資
料
全
集
７　

皇
室
経
済
法
〔
昭
和
二
二

年
〕』
信
山
社
・
平
成
四
年
（
以
下
、
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』）
の
資
料
解
題
が
詳
し
い
が
、
憲
法
第
八
八
条
の
成
立
過
程
が
中
心
で
あ
り
、

解
題
と
い
う
性
質
上
、『
皇
室
経
済
法
』
に
関
す
る
日
本
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
の
経
緯
や
天
皇
・
皇
室
財
産
に
関
す
る
考
察
は
必
ず
し
も
十
分
で
は

な
い
。
ま
た
、『
皇
室
経
済
法
』
起
草
に
深
く
関
わ
っ
た
佐
藤
達
夫
や
入
江
俊
郎
の
著
作
も
あ
る
が
、
憲
法
制
定
史
全
体
の
一
部
と
し
て
皇
室
財
産

を
扱
っ
て
い
る
（
佐
藤
達
夫
『
日
本
憲
法
制
定
史
』（
第
一
巻
〜
第
四
巻
）
有
斐
閣
・
昭
和
三
七
年
〜
平
成
六
年
。
入
江
俊
郎
『
憲
法
成
立
の
経
緯

と
憲
法
上
の
諸
問
題
』
第
一
法
規
出
版
・
昭
和
五
一
年
）。

　
　
　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
対
日
政
策
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
書
に
は
、
五
百
旗
頭
真
『
米
国
の
日
本
占
領
政
策
』
上
・
下
（
中
央
公
論
社
・
昭
和
六
〇
年
）
や

坂
本
義
和
・
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
ウ
ォ
ー
ド
編
『
日
本
占
領
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
昭
和
六
二
年
）
が
あ
る
。
後
者
所
収
の
ロ
バ
ー
ト
・

Ｅ
・
ウ
ォ
ー
ド
「
戦
時
中
の
対
日
占
領
計
画
」（
四
七
頁
）
や
セ
オ
ド
ア
・
マ
ク
ネ
リ
ー
「
管
理
さ
れ
た
改
革
」（
一
三
三
頁
）
に
は
、
天
皇
の
処
遇

や
皇
室
財
産
の
国
有
化
に
関
し
て
論
究
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
日
本
占
領
・
民
主
化
政
策
に
関
す
る
近
刊
は
、
中
村
政
則
・
天
川
晃
・
尹
健

次
・
五
十
嵐
武
士
編
『
戦
後
日
本
』
第
二
巻
・
第
四
巻
（
岩
波
書
店
・
平
成
一
七
年
）。

　
　
　

著
書
お
よ
び
雑
誌
の
引
用
は
、
最
初
の
頁
数
の
み
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
資
料
の
引
用
に
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
・
濁
点
等

を
付
し
た
が
、
か
な
遣
い
は
原
文
ど
お
り
と
し
た
。

　
　
　

な
お
、『
皇
室
経
済
法
』
の
英
訳
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は“Im

perial H
ousehold Finance L

aw
”

で
あ
る
が
、
当
時
の
草
案
で
は

“Im
perial H

ousehold E
conom

y L
aw

”

が
一
般
的
な
の
で
、
本
稿
の
欧
文
タ
イ
ト
ル
に
は
当
時
の
訳
語
を
使
用
し
た
。

（
２
）　

芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
一
三
頁
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
後
掲
対
照
表
に
対
応
。
修
正
さ
れ
た
草
案
Ｂ
「
皇
室
経
済
法
案
」
は
、
公

布
さ
れ
た
『
皇
室
経
済
法
』
と
同
じ
な
の
で
、
原
則
と
し
て
本
文
中
に
は
Ｂ
『
皇
室
経
済
法
』
と
記
し
た
。

（657）



280

（
３
）　
「
皇
室
経
済
法
案
帝
国
議
会
へ
提
出
の
件　

御
下
付
案
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院
関
係
文
書
」（
以
下
「
枢
密
院
文
書
」）
２
Ａ
15―

６

枢
Ａ
126
）。

（
４
）　
「
皇
室
経
済
法
案
帝
国
議
会
へ
提
出
の
件　

委
員
会
録
」（「
枢
密
院
文
書
」
２
Ａ
15―

６
枢
Ｂ
33
）。

（
５
）　
「
皇
室
経
済
法
案
帝
国
議
会
へ
提
出
の
件　

配
布
案
」（「
枢
密
院
文
書
」
２
Ａ
15―

７
枢
Ｅ
29
）。

（
６
）　
「
税　

内
帑　

退
位　

元
号　

神
キ　

政
令　

皇
室
令　

連
合
軍
打
合
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
井
手
成
三
関
係
文
書
」
一
一
〇
八
（
以
下

「
井
手
文
書
」）。「
昭
和
二
一
、
一
一
、
一
五　

ピ
ー
ク
、
井
手
、
藤
崎
」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
一
九
四
頁
。
芦
部
信
喜
・
高
見
勝
利

『
日
本
立
法
資
料
全
集
１　

皇
室
典
範
〔
昭
和
二
二
年
〕』
信
山
社
・
平
成
二
年
（
以
下
、
芦
部
・
高
見
『
皇
室
典
範
』）
一
七
〇
頁
）。

（
７
）　
「
井
手
文
書
」。

（
８
）　
「
井
手
文
書
」。「
皇
室
法
関
係
会
談
要
旨
（
第
二
回
）」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
一
九
四
頁
。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
典
範
』
一
七
五
頁
）。

（
９
）　
「
井
手
文
書
」。「
皇
室
法
関
係
会
談
要
旨
（
第
三
回
）」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
一
九
八
頁
。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
典
範
』
一
七
七
頁
）。

（
10
）　
「
井
手
文
書
」。「
皇
室
法
関
係
会
談
要
旨
（
第
四
回
）」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
〇
頁
）。

（
11
）　

一
一
月
二
五
日
・
二
六
日
は
、「
井
手
文
書
」
お
よ
び
「
皇
室
法
関
係
会
談
要
旨
（
第
五
回
）」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
二
頁
）。

　
　
　

二
七
日
・
二
九
日
は
、「
井
手
文
書
」
お
よ
び
「
皇
室
経
済
法
案
に
関
す
る
件
」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
四
頁
・
資
料
五
四
）。

（
12
）　

一
二
月
三
日
は
、「
井
手
文
書
」
お
よ
び
「
皇
室
経
済
法
に
関
す
る
件
」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
四
頁
・
資
料
五
五
）。

　
　
　

四
日
は
、「
井
手
文
書
」
お
よ
び
「
皇
室
法
会
談
要
旨
」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
八
頁
）。

　
　
　

五
日
は
、「
井
手
文
書
」。

　
　
　

以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
注
（
６
）
〜
（
12
）
を
参
照
。

（
13
）（
14
）（
15
）（
16
）（
17
）　
「
井
手
文
書
」。

（
18
）　
「
皇
室
典
範
案
」
の
最
終
案
は
、
芦
部
・
高
見
『
皇
室
典
範
』
一
五
〇
頁
。
同
案
の
英
訳
は
、“T

H
E

 IM
P

E
R

IA
L

 H
O

U
SE

 L
A

W
 （D

R
A

F
T

）”

（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
典
範
』
一
四
三
頁
）。

　
　
　
　

第
五
条　

皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
親
王
、
親
王
妃
、
内
親
王
、
王
、
王
妃
及
び
女
王
を
皇
族
と
す
る
。

（
19
）　
「
井
手
文
書
」。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
一
九
九
頁
。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
典
範
』
一
七
八
頁
。

（
20
）　
「
井
手
文
書
」。
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『皇室経済法』の成立過程

（
21
）　
「
井
手
文
書
」。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
五
頁
。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
典
範
』
一
七
八
頁
。

（
22
）　
「
井
手
文
書
」。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
八
頁
。

（
23
）　
「
井
手
文
書
」。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
九
頁
。

（
24
）　
「
井
手
文
書
」。
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
二
頁
。

（
25
）　
「
井
手
文
書
」。

（
26
）　

芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
九
頁
。

（
27
）　

芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
六
五
五
頁
。

　
　
　

T
he “traditional properties ” referred to in A

rticle 7 include the three treasures 

（the m
irror, sw

ord and jew
el

）. T
his A

rticle 

establishes them
 as T

hrone property and the transfer of them
 to an Im

perial heir upon his accession to the T
hrone w

ill be sym
bolic of 

his status as E
m

peror.

　
　
　

伝
統
的
財
産
は
、
三
種
の
神
器
（
鏡
、
剣
、
玉
）
を
含
め
、
第
七
条
に
規
定
す
る
。
同
条
は
そ
れ
ら
の
伝
統
的
財
産
を
皇
位
財
産
と
し
て
規
定

し
、
即
位
の
際
に
そ
れ
ら
を
皇
嗣
に
渡
す
こ
と
は
天
皇
と
し
て
の
地
位
の
象
徴
で
あ
る
。（
筆
者
訳
）

（
28
）　
「
昭
和
二
一
年
一
二
月
七
日
閣
甲
第
三
六
〇
号
」（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
一
五
頁
。「
枢
密
院
文
書
」
２
Ａ
15―

６
枢
Ａ
126
）。

（
29
）　
「
皇
室
経
済
法
案
帝
国
議
会
へ
提
出
の
件　

委
員
会
録
」（「
枢
密
院
文
書
」
２
Ａ
15―

６
枢
Ｂ
33
）。

（
30
）　

芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
二
〇
頁
。

（
31
）　

一
二
月
一
六
日
は
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
三
七
頁
。
一
二
月
一
七
日
は
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
四
一
頁
。
一
二
月
一
八
日

は
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
六
四
頁
。
一
二
月
一
九
日
は
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
八
八
頁
。

（
32
）　

芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
三
〇
二
頁
。　
　
　
（
33
）　

芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
三
〇
七
頁
。

（
34
）　

一
二
月
二
一
日
は
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
三
一
一
頁
。
一
二
月
二
二
日
は
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
三
三
一
頁
。

（
35
）　

芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
三
六
二
頁
。

（
36
）　
「
皇
室
経
済
法
案
に
関
す
る
交
渉
の
経
緯
」
も
参
照
（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
九
頁
）。

（
37
）　
「
皇
室
経
済
法
案
に
関
す
る
交
渉
の
経
緯
」
も
参
照
（
芦
部
・
高
見
『
皇
室
経
済
法
』
二
〇
九
頁
）。

（
38
）　

Ａ
「
皇
室
経
済
法
案
」
成
立
の
経
緯
は
、
前
掲
・
拙
稿
「『
皇
室
経
済
法
制
定
史
』（
一
）」
参
照
。
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皇室経済法制定過程年表

昭和 月 日 事　　　項
20  9 22 SWNCC150/4「降伏後における米国の初期の対日方針」
20 11 18 AG091.3「皇室財産凍結に関する総司令部覚書」
20 11 24 SCAPIN337（皇室財産に財産税を課す）
21  1  7 SWNCC228（皇室の収入の国庫帰属、皇室費を国家予算に組入）
21  2 13 日本国憲法マッカーサー草案
21  7  3 臨時法制調査会設置
21  7 11 臨時法制調査会第一回総会
21  7 12 臨時法制調査会第一部会
21  7 17 臨時法制調査会第一部会
21  7 17 「皇室経費法について考慮すべき問題」
21  7 17 「皇室財産法について考慮すべき問題」
21  8  6 憲法八条より「世襲財産 ｣を削除するホイットニー案
21  8 16 日本国憲法芦田委員会の修正案
21  8 21 臨時法制調査会第二回総会
21  8 30 GHQとの折衝
21 「皇室経済法について」
21  9 20 「皇室経済法案要綱（試案）未定稿」
21  9 27 「皇室経済法案要綱（試案）」
21  9 27 臨時法制調査会第一部会
21 10  4 臨時法制調査会第一部会
21 10  9 GHQとの折衝
21 10 21 「皇室経済法案要綱（案）」
21 10 22 臨時法制調査会第三回総会 皇室経済法案要綱
21 10 24 GHQとの折衝（～ 10月25日）
21 10 26 「皇室経済法案要綱」答申
21 「皇室経済法試案」「皇室経済法案未定稿」
21 11  3 日本国憲法公布
21 11  4 GHQとの折衝（～ 11月５日）
21 11  6 Ａ「皇室経済法案」（枢密院諮詢案、12月７日訂正）
21 11 12 財産税法（法律52号）
21 11 14 枢密院審査委員会
21 11 15 GHQとの折衝（～ 11月16日）
21 11 18 GHQとの折衝（～ 11月19日）
21 11 22 GHQとの折衝
21 11 25 GHQとの折衝（～ 11月27日）
22 11 29 GHQとの折衝
21 12  3 GHQとの折衝（～ 12月５日）
21 12  7 Ｂ「皇室経済法案」（枢密院諮詢案）
21 12  9 Ｂ「皇室経済法案」枢密院審査報告
21 12 12 衆議院第一読会
21 12 16 衆議院皇室典範案委員会審査（～ 19日）
21 12 20 衆議院第一～三読会、貴族院第一読会
21 12 21 貴族院皇室経済法案特別委員会（～ 22日）
21 12 24 貴族院第一～三読会
22  1 16 『皇室経済法』（法律４号）『皇室典範』（法律３号）公布
22  5  3 日本国憲法『皇室経済法』『皇室典範』施行

事項のＡ・Ｂは条文対照表に対応。月日空欄は月日不明。
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